
自ら考え、自ら判断し、自ら表現する
生徒の育成

～指導と評価の一体化の視点を生かした学びの「見える化」～

可児市立西可児中学校
令和７年2月７日



「指導と評価の一体化」事業 重点メニュー

◎評価活動

○ICTの活用

各種テスト、レポート等の
工夫による適切な評価の在り方

効果的・効率的な「指導と評価
の一体化」の実現



重点メニュー 「評価活動」について

「指導と評価の計画」
の
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教師にとっての
「見える化」

生徒にとっての
「見える化」
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西可児中学校の「見える化」とは
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・目標（関連する領域、単元、題材、学年ごとの目標）
・３観点の評価規準
・展開案を含む単元指導計画
・単元評価計画（パフォーマンステストなど）

→教師が見取る視点
・本時案

単元で育成したい資質・能力の位置付けの「見える化」

重点メニュー 「評価活動」

「指導と評価の計画」の「見える化」
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単元で育成したい資質・能力の位置付けの「見える化」

重点メニュー 「評価活動」

「指導と評価の計画」の「見える化」
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方法
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評価
方法



展開案を含む単元指導計画 どの時間にどの
観点で評価をす
るのかを明確に

見取りの視点を
明記することで、
単位時間の役割
をより強固に

重点メニュー 「評価活動」

「指導と評価の計画」の「見える化」
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これまでの練習
の成果を生かし、
グループご とに
行ってきた音色・
重なり方（テクス
チュア）・強弱の工
夫をこらした演奏
をしよう。

重点メニュー 「評価活動」

「指導と評価の計画」の「見える化」

＜音楽＞
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本
時
の
学
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、
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重点メニュー 「評価活動」

教師にとっての「見える化」
生徒にとっての「見える化」 実践例【数学科】

学びの導入
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生徒の交流場面 ICTの活用の様子

重点メニュー 「評価活動」

教師にとっての「見える化」
生徒にとっての「見える化」 実践例【技術科・数学科】

思考
の様子学習

状況

学びの深め



生徒作成画像 生徒作成Yチャート

重点メニュー 「評価活動」

教師にとっての「見える化」
生徒にとっての「見える化」 実践例【保健体育科】

自己の
変容

思考の
変容

学びの自覚



＜特別支援 体育＞

出席カードの活用
①授業始め
本時頑張りたいことの番号を記入
②授業終わり
生徒、教師ともに①の視点で振り返り

生徒にとっての「見える化」 実践例
重点目メニュー 「評価活動」

自己の
変容

○生徒に寄り添った声掛けができる

△個別の支援の細かいところまで把握し、
生かしきれているのか。



成果

・単元、単位時間の計画を見取りの視点とともに考えることで、生徒
にとっても教師にとっても育成したい力がより「見える化」された。

・単元を通して「育成したい資質・能力」を軸に単元（題材）指導計
画を作成し、教師が単位時間で何を指導するのか、どのように評価
するのかを明らかにすることで、単位時間の中で即時評価し、次の
指導改善へと繋げることができた。

・生徒自身が学習状況を把握し、思考の過程を、教師や生徒間で
「見える化」し、共有することで学習改善ができた。



今後に向けての課題

・一人一人の個性や適性に基づいた判断力、表現力
を向上させる指導過程の工夫の必要性

・指導と評価の一体化の視点による授業改善や指導
計画の見直し
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